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　経験の有無という側面からは，従業員 20 人未満の
小企業の勤務者の能力開発機会は，より大規模な企業
の勤務者に比べて顕著に乏しい。しかしながら，勤務
者自身の主観においては問題としてとらえられない傾
向もまた，より大規模な企業の勤務者に比べて顕著に
強い。
　なぜ小企業勤務者は，能力開発機会を享受する機会
が相対的に小さいのに，そのことを問題としてとらえ
ようとしないのか。学習に関する諸研究は，将来に関
する目標や志向が人を学習に導くことをしばしば指摘
している。小企業勤務者では「将来のことは考えてい
ない」という回答が約 6 割に達し，より規模の大きい
企業の勤務者，とりわけ従業員 100 人以上の企業の勤
務者との違いが目に付く。すなわち，小企業勤務者は
学習に向かうための目標や志向が弱いのではないかと
考えられる。
　二項ロジスティック分析を行ってみると，回答者の
個人的な属性や，勤務先の業種・規模，勤務先におけ
る役職などをコントロールしても，「将来のことは特
に考えていない」と回答する勤務者は，自身の能力開

発について特に問題とは考えていない可能性が，他の
キャリア志向をもつ勤務者に比べて，統計的に有意に
高くなる。
　そして，30 人以上の企業に勤務する回答者をリファ
レンス・グループとして，9 人以下の企業に勤務して
いる場合，10 ～ 29 人の企業に勤務している場合と，

「将来のことは特に考えていない」というキャリア志
向を持つこととの関係を二項ロジスティック分析によ
り確認すると，従業員 9 人以下の企業，並びに 10 ～
29 人の企業の勤務者は，他の要因をコントロールし
ても，30 人以上の企業の勤務者に比べて，「将来のこ
とは特に考えていない」という状態になりやすいこと
が示された。つまり，小企業勤務者は目標や志向が弱
く，そのために能力開発の状況を問題視する傾向が弱
いとみられる。
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